
連携充実加算はじめました

松山赤十字病院 薬剤部

化学療法センター

橋本 浩季

2022.2.2 第１回松山赤十字病院
がん化学療法における薬薬連携のための研修会



厚生労働省 令和2年度診療報酬改定の概要より



統計情報（2022年1月23日時点）

 県内の連携充実加算届出施設 9施設

内、松山医療圏 4施設

 県内の特定薬剤管理指導加算2届出施設 85施設

内、松山医療圏 54施設（市内 42施設）

医療介護情報局検索結果より



本研修会の主旨

2020年度診療報酬改定

【 連携充実加算 】
施設基準 ： 当該保険医療機関において地域の薬局薬剤師等を対象とした研修会等を

年１回以上実施すること。

【 特定薬剤管理指導加算２ 】
施設基準 ： 保険医療機関が実施する抗悪性腫瘍剤の化学療法に係る研修会に

年１回以上参加していること。

① 施設基準を満たすこと

② がん治療における薬薬連携の強化



今後の開催

 開催頻度 ： 年2回を目標

 1回の時間 ： 30分程度

 開催案内 ： 薬剤師会を通して通知 ＋ 当院HPに掲載

 研修会の内容 ： レジメンの解説，連携に関する事項 等

 参加証 ： 会場 － 現地配布
WEB － 参加証スライドを表示 → 各自で印刷



特定薬剤管理指導加算２

［対象患者］

保険医療機関（連携充実加算を届出ている場合に限る）において、抗悪性腫瘍剤が注射されている悪性腫瘍の患者

であって、化学療法のレジメン（治療内容）等について、文書により交付されているもの。

［算定要件］

（１）保険医療機関で、抗悪性腫瘍剤を注射された患者について、当該患者の治療内容等を文書により確認し、

必要な薬学的管理及び指導を行った場合であって、当該患者の同意を得た上で、調剤後の抗悪性腫瘍剤の

服用に関し、電話等により服用状況、副作用の有無等について患者に確認し、当該保険医療機関に必要な

情報を文書等により提供した場合には、特定薬剤管理指導加算２として、月１回に限り100点を所定点数に

加算する。

（２）当該加算における薬学的管理及び指導を行おうとする保険薬剤師は、原則として、保険医療機関の

ホームページ等でレジメン（治療内容）を閲覧し、あらかじめ薬学的管理等に必要な情報を把握すること。

［施設基準］

（４）保険医療機関が実施する抗悪性腫瘍剤の化学療法に係る研修会に当該保険薬局に勤務する薬剤師の

少なくとも１名が年１回以上参加していること。



連携充実加算

［対象患者］

外来化学療法加算１のＡを算定する患者

［算定要件］

（１）当該保険医療機関の医師の指示に基づき薬剤師が、

治療の目的及び治療の進捗等を文書により提供した

上で、患者の状態を踏まえて必要な指導を行った場合

に、連携充実加算として、150点を月１回に限り所定

点数に加算する。

（２）その他以下の要件を満たすこと。

・ 治療の状況等を共有することを目的に、提供した治療

の目的及び治療の進捗に関する文書を他の保険医療機関

又は保険薬局に提示するよう患者に指導を行うこと。

・ 他の保険医療機関又は保険薬局から服薬状況、抗悪性

腫瘍剤の副作用等に関する情報が報告された場合には、

必要な分析・評価等を行うこと。

［施設基準］

（３） 地域の保険医療機関及び保険薬局との連携体制

として、以下に掲げる体制が整備されていること。

ア 当該保険医療機関で実施される化学療法のレジメン

（治療内容）を当該保険医療機関のホームページ等で

閲覧できるようにしておくこと。

イ 当該保険医療機関において外来化学療法に関わる職員

及び地域の薬局に勤務する薬剤師等を対象とした研修

会等を少なくとも年１回実施すること。

ウ 他の保険医療機関及び保険薬局からの患者のレジメン

（治療内容）や患者の状況に関する相談及び情報提供

等に応じる体制を整備すること。また、当該体制に

ついて、ホームページや研修会等で周知すること。

（４）栄養指導の体制として、外来化学療法を実施して

いる医療機関に５年以上勤務し、栄養管理（悪性腫瘍

患者に対するものを含む。）に係る３年以上の経験を

有する専任の常勤管理栄養士が勤務していること。

「外来」「点滴」「抗がん剤」



治療内容を文書で提供『化学療法進捗情報提供書』



手帳シール（レジメン内容）

レジメン名称
スケジュール

レジメン内容

※注意
抗がん剤の投与量は
患者個別の量ではな
い



治療内容を文書で提供『化学療法進捗情報提供書』

次項



※ CTCAE v5.0 ：有害事象共通用語規準version5.0 日本語訳JCOG版

http://www.jcog.jp/doctor/tool/ctcaev5.html 

この様式、レジメンに関するお問い合わせは下記までお願いします。（平日9:00～17:10）

松山赤十字病院化学療法センター 薬剤師 TEL 089-924-1111（内線 3472）

患者情報に関する情報提供・お問い合わせは疑義照会・トレーシングレポートでお願いします。

本治療に関連したトレーシングレポートを送信する際は、様式の上部に 化療 の記載をお願いします。

（本件に関して、専用の様式はありませんので、普段ご使用の様式で送信してください。）

治療内容を文書で提供『化学療法進捗情報提供書』



当院におけるトレーシングレポートの流れ

コピー
「主治医の確認後

スキャナ取込を
お願いします」

各科外来

化療

化学療法センター

通常は、
調剤室で対応

化療 があれば、
化学療法センターで対応



化学療法進捗情報提供書の対象患者（2022年1月現在）

以下の3点を満たす患者を対象とする

 外来で治療開始または治療変更となる患者

 点滴の抗がん剤がある患者

 内服の処方がある患者

・ 必要に応じて上記以外の場合にも提供する

・ 業務の都合上、お渡しできない場合もある



ホームページでレジメンを閲覧
ホームページに当院の体制を掲載

 病院HP → 薬剤部 → 保険薬局の皆様へ
この中に新たに「がん化学療法」という項目を作成
• Google「松山赤十字病院」「保険薬局」で検索可能

 当院採用レジメン一覧をPDFで掲載
• 更新はおよそ年1回

 レジメン等に関するお問い合わせ先の案内を掲載

 施設基準に該当する研修の会情報を掲載



情報が掲載されいるページ

病院TOP

薬剤部

保険薬局の皆様へ
 院外処方運用マニュアル
 疑義照会先と要領
 院外処方対象薬

がん化学療法

薬剤部 業務内容





または







松山赤十字病院 保険薬局



連携充実加算を算定しています。

お問い合わせについて

登録レジメン一覧

研修会情報



レジメンの詳細は
手帳ラベルで

ご確認ください



薬局から病院への情報提供等について

 トレーシングレポートのフォーマット
• 加算に関連した独自のものは用意していない

• それぞれの薬局で用意してあるものでOK

 トレーシングレポートに記載して欲しい内容
• 症状，発現時期，程度（可能ならCTCAE）

• 患者に対し指導・提案した内容

• 病院側で対応して欲しいこと

 緊急時対応
• 病院への情報提供 ＋ 患者への受診勧奨を

難しく考えず、
可能な範囲で



テレフォンフォローの時期

 当院からは特に指定・要望はございません
• 担当薬剤師と患者との間で都合の良いタイミングでOK

 例えば･･･
• 次回の受診までの中間地点

• 治療後 1週間 や 2週間 等

• 内服抗がん剤の 服用終了日 や 中間地点

• 副作用の出易い時期を考慮して etc



まとめ

 連携充実加算・特定薬剤管理指導加算２関連の情報はHPへ
• 研修会情報

• 登録レジメン一覧

• 問い合わせ先

 レジメンの詳細は手帳シールでご確認ください

 テレフォンフォローやトレーシングレポートは
各ご施設のご都合に応じてご計画ください

 連携充実加算は、職員の異動により一時凍結と
なる可能性有り


